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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第２四半期
累計期間

第52期
第２四半期
累計期間

第51期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
４月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成25年
３月31日

売上高（千円） 4,897,724 5,004,322 11,204,576

経常損益（千円） △167,389 33,635 161,557

四半期（当期）純損益（千円） △114,108 20,600 120,320

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 600,000 600,000 600,000

発行済株式総数（千株） 7,586 7,586 7,586

純資産額（千円） 6,332,138 6,536,393 6,541,326

総資産額（千円） 11,610,970 10,874,177 11,822,685

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△15.08 2.72 15.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 3.5 3.5 7

自己資本比率（％） 54.5 60.1 55.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
399,719 309,992 1,750,463

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,177,096 △664,540 △1,614,211

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
207,187 △46,392 △407,393

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
545,878 443,986 844,927
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回次
第51期
第２四半期
会計期間

第52期
第２四半期
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純損益金額

（円）
△26.33 △14.92

　（注）１．売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、対象会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第２四半期累計期間の売上高は、都市ガスの原料費調整制度による調整単価が高く推移したことと、ＬＰガス

事業の積極的な新規需要の開発によるＬＰガス販売量の増加によりガスの売上高が増加したことにより、

5,004,322千円（前年同期比2.2％増）となりました。

一方、利益面につきましては、ＬＰガスの増販効果と経費節減に努めました結果、営業利益は34,441千円（前年

同期は営業損失159,440千円）、経常利益は33,635千円（前年同期は経常損失167,389千円）、四半期純利益は

20,600千円（前年同期は四半期純損失114,108千円）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

〔都市ガス事業〕

当第２四半期末のお客さま件数は、前年同期末に比べ1,844戸増の87,189戸となりました。ガス販売量は、こ

の夏の記録的な猛暑により気温・水温が前年に比べ高く推移したことから、前年同期に比べ1.8％減少の20,371

千ｍ3となりました。

ガス売上高につきましては、原料費調整制度による調整単価が前年に比べ高く推移したことにより、前年同期

に比べ2.4％増加の3,198,347千円となりました。

工事・器具売上高につきましては、積極的な営業活動を展開いたしましたが、前年同期に比べ0.9％減少の

775,208千円となりました。

この結果、都市ガス事業の売上高は、前年同期に比べ1.7％増加の3,973,555千円となり、セグメント利益は前

年同期に比べ49.2％増加の274,164千円となりました。

〔ＬＰガス事業〕

当第２四半期末のＬＰガスのお客さま件数は、前年同期末に比べ2,478戸増の15,759戸となり、ガス販売量は

前年同期に比べ7.7％増加の3,206ｔとなりました。

ガス売上高につきましては、前年同期に比べ18.3％増加の541,383千円となりました。

工事・器具売上高につきましては、機器販売が落ち込んだこと等により前年同期に比べ8.1％減少の489,383千

円となりました。

この結果、ＬＰガス事業の売上高は、前年同期に比べ4.1％増加の1,030,766千円となり、セグメント損失

38,102千円（前年同期はセグメント損失112,694千円）となりました。

　

なお、当社の業績は、季節的変動が著しいガス事業のウェイトが高いため、その性質上ガスの需要期にあたる

冬期（下期）に売上高が偏る傾向があります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年末に比べ400,941

千円減少の443,986千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、309,992千円（前年同期比89,726千円減）となりました。この主な収入要因は税

引前四半期純利益33,635千円、減価償却費732,646千円、たな卸資産の減少66,583千円であり、支出要因は売上債

権の増加116,945千円、仕入債務の減少362,693千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、664,540千円（前年同期比512,556千円減）となりました。これは、主にガス供

給設備をはじめとする有形固定資産の取得による支出695,716千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、46,392千円（前年同期は得られた資金207,187千円）となりました。これは、

主に借入金の純減少額4,500千円、配当金の支払額26,448千円等を反映したものであります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,586,000 7,586,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 7,586,000 7,586,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 7,586,000 － 600,000 － 203,838
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日本瓦斯株式会社 東京都中央区八丁堀2-10-7 4,912 64.75

榎本　栄一 千葉県我孫子市 130 1.72

松本　清 東京都清瀬市 86 1.13

小山　匡 兵庫県南あわじ市 75 0.98

東日本ガス社員持株会 茨城県取手市井野32 71 0.93

金門環境設備株式会社 神奈川県川崎市中原区下小田中2-18-1 52 0.68

石橋　邦子 東京都文京区 50 0.66

星野　伸之 千葉県我孫子市 49 0.65

徳永　隆文 東京都墨田区 37 0.48

栗田　克俊 滋賀県大津市 31 0.41

計 － 5,495 72.44
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

19,100
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

7,565,700
75,657 －

単元未満株式
普通株式

1,200
－

一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数 7,586,000 － －

総株主の議決権 － 75,657 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有者株式数
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東日本ガス株式会社
千葉県我孫子市　

下ヶ戸608番地-1
19,100 － 19,100 0.25

計 － 19,100 － 19,100 0.25

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）及び「ガス事業会計規則」（昭和29年通商産業省令第15号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、協立監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

製造設備 318,254 338,010

供給設備 8,422,035 7,900,364

業務設備 753,096 737,511

附帯事業設備 180,128 176,834

建設仮勘定 1,522 1,522

有形固定資産合計 9,675,036 9,154,242

無形固定資産

のれん 945 －

借地権 6,900 6,900

その他無形固定資産 33,175 27,308

無形固定資産合計 41,020 34,208

投資その他の資産

投資有価証券 8,170 9,573

社内長期貸付金 32,139 30,234

長期前払費用 54,528 32,387

繰延税金資産 149,359 145,307

その他投資 118,352 116,311

投資その他の資産合計 362,550 333,814

固定資産合計 10,078,607 9,522,266

流動資産

現金及び預金 844,927 443,986

受取手形 1,151 －

売掛金 303,130 414,187

関係会社売掛金 7,232 3,328

未収入金 127,739 61,106

製品 182,610 111,753

原料 2,716 4,950

貯蔵品 28,267 28,693

前払費用 14,002 41,953

関係会社短期債権 110 130

繰延税金資産 44,955 43,540

その他流動資産 5,182 5,906

附帯事業流動資産 187,531 199,053

貸倒引当金 △5,480 △6,680

流動資産合計 1,744,078 1,351,911

資産合計 11,822,685 10,874,177
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

固定負債

長期借入金 1,287,400 1,047,600

退職給付引当金 277,139 270,292

役員退職慰労引当金 127,236 99,719

ガスホルダー修繕引当金 108,311 126,318

その他固定負債 97,528 92,610

固定負債合計 1,897,614 1,636,540

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 587,480 534,308

買掛金 391,221 327,073

短期借入金 400,000 600,000

未払金 269,735 190,565

未払費用 31,191 31,009

未払法人税等 119,019 31,946

前受金 6,264 13,733

預り金 55,663 59,399

関係会社支払手形 839,198 458,939

関係会社買掛金 62,151 65,575

関係会社短期借入金 － 90,000

関係会社未払金 315,454 57,553

賞与引当金 80,824 82,605

その他流動負債 6,821 4,263

附帯事業流動負債 218,719 154,270

流動負債合計 3,383,744 2,701,243

負債合計 5,281,359 4,337,784

純資産の部

株主資本

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 203,838 203,838

利益剰余金 5,745,085 5,739,201

自己株式 △9,108 △9,130

株主資本合計 6,539,814 6,533,909

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,511 2,483

評価・換算差額等合計 1,511 2,483

純資産合計 6,541,326 6,536,393

負債純資産合計 11,822,685 10,874,177
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

製品売上

ガス売上 3,124,677 3,198,347

製品売上合計 3,124,677 3,198,347

売上原価

期首たな卸高 188,996 182,610

当期製品製造原価 70,198 71,298

当期製品仕入高 1,273,112 1,456,196

当期製品自家使用高 9,802 8,296

期末たな卸高 97,402 111,753

売上原価合計 1,425,102 1,590,056

売上総利益 1,699,575 1,608,290

供給販売費 1,621,630 1,429,678

一般管理費 254,007 223,693

供給販売費及び一般管理費
※1 1,875,638 ※1 1,653,372

事業損失（△） △176,063 △45,081

営業雑収益

受注工事収益 174,235 176,506

器具販売収益 608,377 598,701

営業雑収益合計 782,613 775,208

営業雑費用

受注工事費用 154,040 157,854

器具販売費用 499,254 499,728

営業雑費用合計 653,295 657,582

附帯事業収益 990,433 1,030,766

附帯事業費用 1,103,128 1,068,869

営業利益又は営業損失（△） △159,440 34,441

営業外収益

受取利息 208 197

受取配当金 70 81

不動産賃貸料 2,255 4,820

保険配当金 3,364 2,896

受取保険金 1,369 2,483

雑収入 342 792

営業外収益合計 7,610 11,272

営業外費用

支払利息 15,559 12,079

営業外費用合計 15,559 12,079

経常利益又は経常損失（△） △167,389 33,635

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △167,389 33,635

法人税等 － 8,000

法人税等調整額 △53,280 5,034

法人税等合計 △53,280 13,034

四半期純利益又は四半期純損失（△） △114,108 20,600

EDINET提出書類

東日本ガス株式会社(E04533)

四半期報告書

12/19



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△167,389 33,635

減価償却費 786,893 732,646

のれん償却額 12,965 945

長期前払費用償却額 22,089 22,140

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,550 1,200

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,848 1,781

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,686 △6,846

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,057 △27,516

ガスホルダー修繕引当金の増減額（△は減少） 17,815 18,007

受取利息及び受取配当金 △278 △279

支払利息 15,559 12,079

有形固定資産除却損 873 1,576

売上債権の増減額（△は増加） 95,882 △116,945

たな卸資産の増減額（△は増加） 81,718 66,583

仕入債務の増減額（△は減少） △433,893 △362,693

確定拠出年金移行時未払金の増減額（△は減
少）

△1,156 －

未払消費税等の増減額（△は減少） △5,221 △5,261

その他 87,657 40,124

小計 530,556 411,176

利息及び配当金の受取額 278 279

利息の支払額 △15,965 △12,703

法人税等の支払額 △115,150 △88,759

営業活動によるキャッシュ・フロー 399,719 309,992

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,194,385 △695,716

無形固定資産の取得による支出 △2,574 －

工事負担金等受入による収入 26,627 27,228

長期前払費用の取得による支出 △6,904 －

貸付けによる支出 △1,530 －

貸付金の回収による収入 1,905 1,905

その他 △235 2,041

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,177,096 △664,540

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 280,000 290,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 －

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △332,210 △294,500

自己株式の取得による支出 △16 △21

配当金の支払額 △26,366 △26,448

その他 △14,219 △15,422

財務活動によるキャッシュ・フロー 207,187 △46,392

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △570,190 △400,941

現金及び現金同等物の期首残高 1,116,068 844,927

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 545,878 ※ 443,986
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※１　供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

科目
供給販売費
（千円）

一般管理費
（千円）

給料 170,365 27,762

賞与引当金繰入額 53,015 13,690

退職給付費用 20,392 9,709

役員退職慰労引当金繰入
額

－ 13,809

ガスホルダー修繕引当金
繰入額

17,815 －

減価償却費 753,991 20,440

科目
供給販売費
（千円）

一般管理費
（千円）

給料 165,042 23,800

賞与引当金繰入額 54,153 12,120

退職給付費用 23,258 3,785

役員退職慰労引当金繰入
額

－ 8,994

ガスホルダー修繕引当金
繰入額

18,007 －

減価償却費 695,524 21,407

　

　２　売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自 平成

25年４月１日 至 平成25年９月30日）

 当社の売上高の大半を占めているガスの販売の性質上、上半期は季節的にガスの不需要期にあたるため上半期

と下半期の業績に季節的変動があります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 545,878千円 443,986千円

現金及び現金同等物 545,878 443,986

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 26,484 3.5  平成24年３月31日  平成24年６月28日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月30日

取締役会
普通株式 26,484 3.5  平成24年９月30日  平成24年11月19日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

（1）配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 26,484 3.5  平成25年３月31日  平成25年６月27日 利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後

となるもの

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月30日

取締役会
普通株式 26,484 3.5  平成25年９月30日  平成25年11月19日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

  

報告セグメント
合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（千円）
（注）３

都市ガス
（千円）

ＬＰガス
（千円）

売上高（注）１                     

外部顧客への売上高 3,907,290 990,433 4,897,724 － 4,897,724

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 3,907,290 990,433 4,897,724 － 4,897,724

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
183,802 △112,694 71,107 △230,548 △159,440

　

当第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

  

報告セグメント
合計
（千円）

調整額
（千円）
（注）２

四半期損益計
算書計上額
（千円）
（注）３

都市ガス
（千円）

ＬＰガス
（千円）

売上高（注）１                     

外部顧客への売上高 3,973,555 1,030,766 5,004,322 － 5,004,322

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － －

計 3,973,555 1,030,766 5,004,322 － 5,004,322

セグメント利益又はセグメ

ント損失（△）
274,164 △38,102 236,062 △201,620 34,441

　

（注）１．売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）

　 前第２四半期累計期間 当第２四半期累計期間

全社費用※ △230,548 △201,620

※全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益又は営業損失（△）

と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
△15円08銭 2円72銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△114,108 20,600

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損

失金額（△）（千円）
△114,108 20,600

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,566 7,566

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成25年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額……………………26,484千円

（ロ）１株当たりの金額…………………………………３円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年11月19日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月12日

東日本ガス株式会社

取締役会　御中

協立監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 朝田　潔  　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 作花　弘美　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東日本ガス株式

会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第52期事業年度の第２四半期会計期間（平成25年７月１日から平成

25年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、東日本ガス株式会社の平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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